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国土強靱化地域計画

わが国は阪神・淡路大震災や東日本大震災等の地震災害やカスリーン台

風に代表される台風災害等、これまでに数多くの大規模自然災害に見舞わ

れてきました。

本町においても、令和元年東日本台風時には、記録的な豪雨や河川の越

水等により、多数の家屋に浸水被害が発生し、２，６００名を超える方が

避難するなど、本町がこれまでに経験したことのない大規模な災害となり

ました。

また、近年の気候変動の影響により、局地的大雨などの発生も増加して

おり、更なる災害対応の充実が必要となっていることを鑑み、国は自然災

害が発生する度に長期間をかけて復旧・復興を図るといった事後対策の繰

り返しを避け、事前防災・減災等の対策を予め総合的かつ計画的に実施す

ることにより、いかなる災害が発生しようとも被害が致命的なものとなら

ず、迅速に回復できる強靱な地域を作り上げていくため、国土強靱化を推

進し、本町におきましても、町民・企業・行政が協働し、強さとしなやか

さを併せ持った町を目指すため「大泉町国土強靱化地域計画」を策定しま

した。

今後、大規模自然災害が発生しても元気な地域を維持していけるよう、

本計画を基本として、安全・安心で災害に強い地域づくりに全力で取り組

んでまいります。
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